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研究内容 
［１］ハイブリッド減速装置の開発 
・歯車を用いて変速を行う装置の変速比は一対の歯

数で決定される。中心間距離が決まると、その変
速比の変更は困難であった。 

・そこで、本研究では従来開発されていた転がり軸
受転用型の増減速装置に着目し、転がり軸受の保
持器と出力軸と一体化し、軸受内輪と保持器の回
転速度の違いを利用したハイブリッド増減速装
置の開発を行った。（図 1） 

・軸受にはアンギュラ玉軸受を用い、圧縮コイルば
ねによる軸方向の予圧を加えることで、必要なト
ルクを伝達しながら変速を行えることを確認し
た。 

・歯車部分と軸受部分の 2 段減速の状態で、効率は
最大で 77％であることを確認し、現在効率の改善
に取り組んでいる。また、特許（出願番号
2013-010640）として出願している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［２］プラズマ浸炭による無潤滑・水潤滑歯車の開 

発 
・宇宙や海中・水中で必要とされる無潤滑・水潤滑
歯車の開発を行っています。 

・SUS 系材料やチタン合金にプラズマ浸炭を施すこ
とにより、表面にガラス状炭素膜を形成し潤滑状
態を改善することを目的とする。 

・現在、歯車試験機を用い、摩耗状態や摩擦の変化
を確認しています。 

 
［３］蛍光剤の励起・蛍光波長を考慮した定量的油 

膜計測システムの開発 
・紫外蛍光法を用いて油もしくはグリースに有機蛍 

 
 光剤を混ぜることにより、従来困難であった実機 
 上での油膜計測を目指します。 
・蛍光剤を用いてグリースの油膜厚さを計測するの
に世界で初めて成功し、グリースや油で潤滑され
る歯車や転がり軸受の油膜厚さを計測し、摩耗と
の関連を明らかにしていきます。 
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図 1 ハイブリッド減速機 
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図 2 グリース油膜計測状況 


